
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

○
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
令
第
二
号

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

国
際
的
な
不
正
資
金
等
の
移
動
等
に
対
処
す
る
た
め
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え

我
が
国
が
実
施
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法

律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二

十
二
号
）
第
八
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
第
四
号
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政

令
第
二
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和

六
年
政
令
第
六
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
二
項
並
び
に
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の

移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
五
日



内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

総
務
大
臣

松
本

剛
明

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

農
林
水
産
大
臣

坂
本

哲
志

経
済
産
業
大
臣

齋
藤

健

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活

用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
、
総
務
省
、
法
務
省
、
財
務
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付

し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



改

正

後

改

正

前

（
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
項
目
）

（
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
項
目
）

第
二
十
六
条

法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
項
目
は
、

第
二
十
六
条

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
項
目
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
と
す
る
。

定
め
る
項
目
と
す
る
。

一

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
特
定
事
業
者
が
他
の
顧
客
等
と
の

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業

間
で
通
常
行
う
特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
態
様
と
の
比
較

者

次
に
掲
げ
る
項
目

二

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
特
定
事
業
者
が
当
該
顧
客
等
と
の

イ

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
特
定
事
業
者
が
他
の
顧
客
等
と

間
で
行
っ
た
他
の
特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
態
様
と
の
比
較

の
間
で
通
常
行
う
特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
態
様
と
の
比
較

三

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
当
該
取
引
に
係
る
取
引
時
確
認
の

ロ

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
特
定
事
業
者
が
当
該
顧
客
等
と

結
果
そ
の
他
特
定
事
業
者
が
当
該
取
引
時
確
認
の
結
果
に
関
し
て
有
す
る

の
間
で
行
っ
た
他
の
特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
態
様
と
の
比
較

情
報
と
の
整
合
性

ハ

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
の
態
様
と
当
該
取
引
に
係
る
取
引
時
確
認

の
結
果
そ
の
他
特
定
事
業
者
が
当
該
取
引
時
確
認
の
結
果
に
関
し
て
有

す
る
情
報
と
の
整
合
性

二

法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定

事
業
者

次
に
掲
げ
る
項
目

イ

法
第
八
条
第
二
項
の
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
態
様
と
特
定
事
業

者
が
他
の
顧
客
等
の
た
め
に
通
常
行
う
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
態

様
と
の
比
較

ロ

法
第
八
条
第
二
項
の
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
態
様
と
特
定
事
業

者
が
当
該
顧
客
等
の
た
め
に
行
っ
た
他
の
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の

態
様
と
の
比
較



ハ

法
第
八
条
第
二
項
の
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
態
様
と
当
該
特
定

受
任
行
為
の
代
理
等
に
係
る
取
引
に
係
る
取
引
時
確
認
の
結
果
そ
の
他

特
定
事
業
者
が
当
該
取
引
時
確
認
の
結
果
に
関
し
て
有
す
る
情
報
と
の

整
合
性

（
法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
）

（
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
）

第
二
十
七
条

法
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

第
二
十
七
条

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
引
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

定
め
る
方
法
と
す
る
。

方
法
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業

一

特
定
業
務
に
係
る
取
引
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
取
引
を
除
く
。

者

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
取
引
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

）

前
条
に
規
定
す
る
項
目
に
従
っ
て
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る

該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
方
法

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法

イ

特
定
業
務
に
係
る
取
引
（
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
取
引
を
除
く
。
）

二

既
に
確
認
記
録
又
は
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
（
以
下
こ
の

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
項
目
に
従
っ
て
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が

号
に
お
い
て
「
取
引
記
録
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
及
び
保
存
し
て
い

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法

る
顧
客
等
（
次
号
に
お
い
て
「
既
存
顧
客
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
行
っ

ロ

既
に
確
認
記
録
又
は
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
（
以
下
ロ

た
特
定
業
務
に
係
る
取
引
（
同
号
に
掲
げ
る
取
引
を
除
く
。
）

当
該
顧

に
お
い
て
「
取
引
記
録
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
及
び
保
存
し
て
い

客
等
の
確
認
記
録
、
当
該
顧
客
等
に
係
る
取
引
記
録
、
第
三
十
二
条
第
一

る
顧
客
等
（
ハ
に
お
い
て
「
既
存
顧
客
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
行
っ

項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
措
置
に
よ
り
得
た
情
報
そ
の
他
の
当
該

た
特
定
業
務
に
係
る
取
引
（
ハ
に
掲
げ
る
取
引
を
除
く
。
）

当
該
顧

取
引
に
関
す
る
情
報
を
精
査
し
、
か
つ
、
前
条
に
規
定
す
る
項
目
に
従
っ

客
等
の
確
認
記
録
、
当
該
顧
客
等
に
係
る
取
引
記
録
、
第
三
十
二
条
第

て
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法

一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
措
置
に
よ
り
得
た
情
報
そ
の
他
の

三

特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
う
ち
、
法
第
四
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る

当
該
取
引
に
関
す
る
情
報
を
精
査
し
、
か
つ
、
前
条
第
一
号
に
規
定
す

も
の
若
し
く
は
第
五
条
に
規
定
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
以
外
の
も
の
で
法

る
項
目
に
従
っ
て
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
（
以
下
単
に

す
る
方
法

「
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
犯
罪
に
よ
る



ハ

特
定
業
務
に
係
る
取
引
の
う
ち
、
法
第
四
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す

収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
制
度
の
整
備
の
状
況
か
ら
注
意
を
要
す
る
と

る
も
の
若
し
く
は
第
五
条
に
規
定
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
以
外
の
も
の

さ
れ
た
国
若
し
く
は
地
域
に
居
住
し
若
し
く
は
所
在
す
る
顧
客
等
と
の
間

で
法
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
（
以

で
行
う
も
の
そ
の
他
の
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し

下
単
に
「
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
犯

て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も

罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
制
度
の
整
備
の
状
況
か
ら
注
意

の

第
一
号
に
定
め
る
方
法
（
既
存
顧
客
と
の
間
で
行
っ
た
取
引
に
あ
っ

を
要
す
る
と
さ
れ
た
国
若
し
く
は
地
域
に
居
住
し
若
し
く
は
所
在
す
る

て
は
、
前
号
に
定
め
る
方
法
）
及
び
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
に
対
す
る
質

顧
客
等
と
の
間
で
行
う
も
の
そ
の
他
の
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書

問
そ
の
他
の
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

の
内
容
を
勘
案
し
て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
が
高

め
に
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
法
第
十
一
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

イ
に
定
め
る
方
法
（
既
存
顧
客
と
の
間
で
行

選
任
し
た
者
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
に
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ

っ
た
取
引
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
定
め
る
方
法
）
及
び
顧
客
等
又
は
代
表

る
か
ど
う
か
を
確
認
さ
せ
る
方
法

者
等
に
対
す
る
質
問
そ
の
他
の
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
法
第
十
一
条

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
に
当
該

取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
さ
せ
る
方
法

二

法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定

事
業
者

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
方
法

イ

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
（
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
特
定
受
任
行
為
の

代
理
等
を
除
く
。
）

前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
項
目
に
従
っ
て
当
該

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
方
法

ロ

既
に
確
認
記
録
又
は
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
記
録
（
以
下
ロ

に
お
い
て
「
特
定
代
理
等
記
録
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
及
び
保
存

し
て
い
る
顧
客
等
（
ハ
に
お
い
て
「
既
存
顧
客
」
と
い
う
。
）
の
た
め



に
行
っ
た
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
（
ハ
に
掲
げ
る
特
定
受
任
行
為
の

代
理
等
を
除
く
。
）

当
該
顧
客
等
の
確
認
記
録
、
当
該
顧
客
等
に
係

る
特
定
代
理
等
記
録
、
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
措
置
に
よ
り
得
た
情
報
そ
の
他
の
当
該
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等

に
関
す
る
情
報
を
精
査
し
、
か
つ
、
前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
項
目
に

従
っ
て
当
該
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
方
法

ハ

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
う
ち
、
当
該
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等

に
係
る
取
引
が
法
第
四
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
も
の
若
し
く
は
第

五
条
に
規
定
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
以
外
の
も
の
で
犯
罪
収
益
移
転
危

険
度
調
査
書
に
お
い
て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
制
度

の
整
備
の
状
況
か
ら
注
意
を
要
す
る
と
さ
れ
た
国
若
し
く
は
地
域
に
居

住
し
若
し
く
は
所
在
す
る
顧
客
等
と
の
間
で
行
う
も
の
そ
の
他
の
犯
罪

収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し
て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移

転
の
危
険
性
の
程
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

イ
に
定
め
る
方
法

（
既
存
顧
客
の
た
め
に
行
っ
た
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
あ
っ
て
は

、
ロ
に
定
め
る
方
法
）
及
び
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
に
対
す
る
質
問
そ

の
他
の
当
該
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
法
第
十
一
条
第

三
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
に
当
該
特

定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
疑
わ
し
い
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
さ
せ

る
方
法

２

法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
対
す
る
前
項
第

２

法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
対
す
る
前
項
第

一
号
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
法
第
十
一
条
第
三
号
の

三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
法
第
十
一
条
第
三
号
の
規
定



規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
特

に
よ
り
選
任
し
た
者
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
定
複

定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
三
条

合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
三
条
第
一

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
統
括
管
理
す
る
者
」
と
す
る
。

項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
統
括
管
理
す
る
者
」
と
す
る
。

（
取
引
時
確
認
等
を
的
確
に
行
う
た
め
の
措
置
）

（
取
引
時
確
認
等
を
的
確
に
行
う
た
め
の
措
置
）

第
三
十
二
条

法
第
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は

第
三
十
二
条

法
第
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

自
ら
が
行
う
取
引
又
は
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
（
新
た
な
技
術
を
活

一

自
ら
が
行
う
取
引
（
新
た
な
技
術
を
活
用
し
て
行
う
取
引
そ
の
他
新
た

用
し
て
行
う
も
の
そ
の
他
新
た
な
態
様
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い

な
態
様
に
よ
る
取
引
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
調
査
し
、
及
び
分
析
し
、
並

て
調
査
し
、
及
び
分
析
し
、
並
び
に
当
該
取
引
又
は
特
定
受
任
行
為
の
代

び
に
当
該
取
引
に
よ
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
そ
の

理
等
に
よ
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
そ
の
他
の
当
該

他
の
当
該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は

調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記

電
磁
的
記
録
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
者
作
成
書
面
等
」
と

録
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
者
作
成
書
面
等
」
と
い
う
。
）

い
う
。
）
を
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
変
更

を
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
る

を
加
え
る
こ
と
。

こ
と
。

［
二
・
三

略
］

［
二
・
三

同
上
］

四

顧
客
等
と
の
取
引
又
は
顧
客
等
の
た
め
に
行
う
特
定
受
任
行
為
の
代
理

四

顧
客
等
と
の
取
引
が
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
取
引
に

等
が
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
取
引
又
は
同
項
第
二
号

該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
取
引
を
行
う
に
際
し
て
、
当
該
取
引
の
任
に

ハ
に
規
定
す
る
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該

当
た
っ
て
い
る
職
員
に
当
該
取
引
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
法
第
十
一
条
第

取
引
又
は
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
に
際
し
て
、
当
該
取
引
又
は

三
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
の
承
認
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
職
員
に
当
該
取
引
又
は

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
法
第
十
一
条
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
選
任
し
た
者
の
承
認
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

五

前
号
に
規
定
す
る
取
引
又
は
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
つ
い
て
、
第

五

前
号
に
規
定
す
る
取
引
に
つ
い
て
、
第
二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ



二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
を
行
っ

り
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
記
載

た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記

し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、
確
認
記
録
又
は

録
を
作
成
し
、
確
認
記
録
又
は
取
引
記
録
等
と
共
に
保
存
す
る
こ
と
。

取
引
記
録
等
と
共
に
保
存
す
る
こ
と
。

［
六
・
七

略
］

［
六
・
七

同
上
］

［
２
～
８

略
］

［
２
～
８

同
上
］







備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。



（
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
、
総
務
省
、
法
務

省
、
財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍

線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。



改

正

後

改

正

前

（
申
請
等
の
指
定
）

（
申
請
等
の
指
定
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

申
請
等
は
、
法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
以
下
「

申
請
等
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
以
下
「
疑
わ
し
い
取

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

引
の
届
出
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。



附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
命
令
は
、
国
際
的
な
不
正
資
金
等
の
移
動
等
に
対
処
す
る
た
め
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二
百

六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
（
同
号
に
規
定
す
る
外
国
為
替
及
び
外
国

貿
易
法
の
目
次
等
の
改
正
規
定
並
び
に
改
正
法
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
を
除
く
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
四

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
顧
客
等
に
つ
い
て
既
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
方
法
）

第
二
条

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第

二
項
及
び
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
十
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、



当
分
の
間
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


